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第Ｂ口号

が
お
ら
れ
ま
す
診
、
ｌ
し
か
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
を
過

ぎ
て
か
ら
で
は
、
感
染
を

お
こ
す
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
し
、
ま
た
早
期
で
あ

れ
ば
で
き
た
治
療
そ
の
も

の
が
で
き
な
く
な
る
事
も

あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
外
傷
を
早
く

き
れ
い
に
治
す
た
め
に
も
、

一
受
傷
後
は
早
く
病
院
を
受

診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

1．命の大切さと個人の人格を尊重した医療を提供します

2．予防・救急から専門治療・訪問看護に至るまで、良質

で安らぎを提供する医療を行います

3．地域の皆様との人間味溢れる信頼関係を大切にします

平成23年８月１日

病院の

理念

こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム

の
間
に
外
傷
の
治
療
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
時

間
外
だ
か
ら
と
遠
慮
し
て
、

ま
た
は
一
旦
出
血
が
止
ま
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
堂
傷

翌
日
以
降
に
受
診
す
る
方

httpg//www､ｓ

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
外

に
出
る
機
会
も
多
く
、
外

傷
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
外
傷
を
負
っ
て
出

血
し
た
場
合
、
ま
ず
は
清

潔
な
布
（
ハ
ン
カ
チ
、
バ

ン
ダ
ナ
な
ど
）
で
傷
を
震

い
軽
く
圧
迫
す
る
だ
け
で

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
対
応

で
き
ま
す
。
紐
や
ゴ
ム
で

縛
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

戸

、

が
、
こ
れ
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
が
ひ
ど
い
場

合
は
、
き
れ
い
な
水
（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
な
ど
）
で

傷
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
す
ぐ
に
病
院
を
受

診
す
る
こ
と
で
す
。

外
傷
治
療
に
関
し
て
、

受
信
後
数
時
間
以
内
を
ゴ

ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
と
い
い
、

崎
の
診
療
部
長
椎
葉
昌
史



震
災
か
ら
即
日
を
経
過
し
た
と
は
い
え

膨
大
な
量
の
瓦
牒
や
車
が
手
付
か
ず
の
状

態
で
あ
り
、
加
え
て
臭
い
、
空
気
の
澱
み

等
、
改
め
て
震
災
の
大
き
さ
、
悲
惨
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
「
石
巻
赤
十
字
病
院
」
が

「
石
巻
圏
合
同
救
護
チ
ー
ム
」
を
組
織
し

全
国
か
ら
の
医
療
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

有
効
に
活
動
で
き
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の

役
割
を
担
っ
て
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
て

い
ま
し
た
。

に
巻
き
込
ん
だ
。
日
本
中
か
ら
医
療
従
事

者
が
救
援
に
駆
け
つ
け
、
長
野
県
も
翌
吃

わ
た
し
た
ち
の
チ
ー
ム
は
言
葉
中
学
校

（
約
姻
名
）
と
他
２
ヶ
所
の
避
難
所
で
、

発
熱
、
咳
、
腹
痛
、
下
痢
等
の
急
性
疾
患

の
治
療
、
高
血
圧
等
の
慢
性
疾
患
の
診

察
、
処
方
を
主
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
被
災
地
で
の
医
療
活
動
を
通
し
、

現
地
の
方
々
と
接
す
る
な
か
で
、
自
ら
の

生
き
方
等
を
も
考
え
る
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
日
琶
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
医
師
高
橋
祐
司
看
護
師
・
寺
島
常
子
）

「 、
蕊
蕊
零
歳
震
災
に
お
け
る
露
議
溌
議
の
報
慧
ノ（

日
か
ら
現
地
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
は
じ
め

医
療
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
ま
し
た
。

信
越
病
院
は
上
水
内
医
師
会
チ
ー
ム

（
医
師
３
名
二
言
謹
師
２
名
・
事
務
１
名
）
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
４
月
釦
日
～
５
月
２
日

の
３
日
間
「
石
巻
」
の
避
難
所
で
の
医
療

Ｐ５辱丁

３
．
川
大
震
災
は
世
界
中
を
衝
撃
の
渦
支
援
に
参
加
し
ま
し
た
。

〔２〕
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人
間
ド
ッ
ク
の
鯛
澗
臓
琶
の
お
話
一

『
人
闘
ド
ッ
ク
で
眼
底
職
奮
っ
て

何
壷
み
る
の
？
』

眼
は
身
体
の
中
で
唯
一
透
明
な
組
織
で
出
来
て
い
る

た
め
、
血
管
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
眼
の
検
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動

脈
硬
化
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
と
い
う
全
身
の
血
管
に

障
害
を
き
た
す
成
人
病
の
状
態
を
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
来
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
こ
の
成
人
病

検
査
の
一
環
と
し
て
眼
底
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
検
査
は
、
眼
底
カ
メ
ラ
と
い
う
眼
の
中
の

写
真
が
撮
れ
る
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
写
真
を
撮
影
す

る
こ
と
に
よ
り
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
｜
般
的
に
こ

の
検
査
の
際
、
撮
影
す
る
の
は
眼
の
中
心
部
分
の
み

で
す
が
、
中
心
部
分
に
は
眼
に
と
っ
て
重
要
な
部
分

が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
検

査
で
緑
内
障
を
疑
っ
た
り
、
最
近
テ
レ
ビ
等
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
加
齢
性
黄
斑
変
性
症
な
ど
を
見
』

つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

状
と
し
て
『
夕
方
疲
れ
る
』
と
い
っ
た
程
度
で
し
た
。

Ｌ

ＰＴ両
一
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ｒ
凸

勺
領

ｒ
評 匂 こし【画Ｉ 画 命q

ａ田 ｡,群 回 恥 ⑨,b
屯1 国

『

婚

》
れ
る
も
の
の
問
題
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

渉
ま
し
た
。
こ
の
方
は
高
血
圧
・
高
脂
血
症
を
指
摘
さ

函叩

苧

（
〔３ｺ

人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
眼
底
検
査
と
と
も
に
視
力
・

眼
圧
検
査
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
評
価
す
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
眼
の
病
気
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

左
の
写
真
は
実
際
に
検
診
で
見
つ
か
っ
た
例
で
す
。

両
眼
と
も
に
視
力
は
一
・
○
と
正
常
で
、
自
覚
症

琴､圏慰 し
か
し
検
診
で
広
範
囲
な
眼
底
出
血
が
み
つ
か
り

１

ｋ

員

『

戸

謀可

▲正常な眼底
『
■
Ｆ
ゴ

鹿

『訂

画

可

ＭＪｕＤＪｕ３ｎｕ孟哩ごＢ型四

Ｆ
ｈ

＝

町

Ｌ

▼出血の見つかった眼底

人
間
ド
ッ
ク
で
『
異
常
所
見
な
し
』
イ
コ
ー
ル
『
眼

は
正
常
』
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

例
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
眼
の
病
気
は
自
覚
症
状
の

乏
し
い
も
の
も
多
く
自
覚
症
状
が
出
た
時
に
は
と
て

も
進
行
し
て
い
て
重
篤
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
い

っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
の
危
険
信
号
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
に
も
人
間

ド
ッ
ク
を
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

⑥
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平成23年８月１日から/信越病院外来診療担当表

病院では拭き取り用に使い捨ての布を使用して
います。

ご家庭にある吸水'性のよいタオル地や木綿など

の古布がございましたらご寄付をお願いします。

☆洗たくのすんでいるものでシーツ、ゆかた、衣
類等（下着は入れないでください）
☆病院の総合受付へ出してください。

◆
発
行
人
・
池
田
裕
◆
編
集
・
信
越
病
院
広
報
編
集
委
員
会
※
こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
一
環
と
し
て
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

受け講しよう互

7年に７

,平成23年８月１日から/信越病院外来診療担当表

【論願い～古布を集めていきす～］

〔４〕

☆信越病院へのご意見．ご要望がありましたら、

ＴＥＬ（０２６)２５５－３１００

またはＥメール

sin-etu・hp@townshinanomachi・naganojpまで、

遠慮なくご連絡ください。お待ちしております。

ノ

－←

特定健診・人間ドック・生活習'慣病

健診を実施中です。

ご予約お問い合せは

健康管理室：健診科までご連絡ください。

科

内科

脳神経外科

外科

整形外科

小児科

眼科

耳皇咽喉科

;鰯担当医師鍵

大脇（循環器､一般内科）

菊池（呼吸器､一般内科）

島田（一般内科）

田中（一般内科）

池田（脳神経外科）

椎葉（消化器､乳腺､内分泌）

細江（血管、一般外科）

高橋康彦(運動器､リウマチ）

高橋祐司(運動器､リウマチ）

長谷川

藤津･南｡佐々木(交代制）
(診療開始は９:００です）

河原田

午前

午
後

一般外来

(受付時間
１５:00～１５:30）

予約外来

月

○

○
午後:禁煙外来

(第２．４）

人間ドック

○

○

○

○

○

(初診）

○

(再診）

○

○

予防接種

常
習
■
■
■

○

(午前,午後）

○(10時まで）
人間ドック

○

午前:検査
鴨:Ｉ騰礁
(予約のみ）

午前:脳ドｯｸ

午後:○

○

○
(再診）

○

(初診）

○

○

発達相談

月１回
(予約のみ）

○

(午後のみ）

火 水

○

○

○
午後:禁煙外来

(第１．３）

○

鴨:も0瓢僻

○

○

(初診）

○

(再診）

○

○

予瞭雷(学生）

○

木議：
○

午俊:ぺー ｽﾒー

ｶー 外来(第１）

○

○

○

○

(午前･午後）

○

○

(再診）

○

(初診）

○

○

予防接種

○

欝金鴬
邑雪：

○

○
(第２．４）

○

(第１．３．５）

○

○

○

○

○

(再診）

○

(初診）

○

月１回

*受付時間は、８：１５～１１：３０です｡急患の方は、この限りではありません。

*火曜日の泌尿器外来と耳皇咽喉科の受付時間は、１３００～１４：３０です

*診療時間は平日８：３０～１７：００です。

＊禁煙外来、物忘れ外来は事前に予約が必要です。

＊予約時間変更の電話での受付時間は１５：００～１７：００です。

○

休
診


